
正しいスコアカード記入例⇒全ての項目を埋めましょう。

スコアカードの記入方法を確認しましょう。

誤りです。

確認サインが有りません

この番号は成績集計時に必要で

す、必ず記入してください.

空白があります

未記入です

これでは、確認のサインは出

来ません。

０＝ゼロもきちんと記入

次打者のスコアが未記入＆未

集計です。これでは、相互確

認ができませんね。

これも誤りです。上段は打数、下段は累計打

数です。両方記入しないとNGです。

この様に記入されると、集計作業時の誤読に

つながります、やめてください。

ちょっと見には判りませんが、鉛筆書き

です。

スコアは、黒のボールペンで記入願いま



【次打者スコアカード】   【前打者スコアカード】
　　確認される側   確認する側

全ての項目が記入されているか確認しましょう。

・番号は、特に大事です。

・前の人のサインが有りますか。

・次打者のスコアも丁寧に書きましょう。

※ラウンド途中でお互いに確認する事も

大切です。

確認する側は、次打者の合計スコア、1打の

数、

2打の数を計算し、スコアカードの余白や

【確認手順】

１．合計スコア、1打の数、2打の数を確認

２．間違いが有れば、ラウンド毎の確認

３．必要なら、各ホール毎の確認をします。

※ 確認不十分なまま提出しないで下さい。

【ひとり言】

皆さんがゲーム終了後、くつろいでいる時、提出されたスコアカードの山と格闘している一部の人々に思

いを馳せて下さい。時間に追われながら、必死にスコアの確認と、順位付けをしています。

提出されたスコアカードの内容に誤りが無ければ作業は整斉と進みます。

誤りが有れば、対象者に連絡をし、確認しますので多くの時間が費やされます。

大変ですが、公平なスポーツとするため、入賞圏にあるスコアカードは全て確認しています。

合計打数はもちろん、１打の数、２打の数、足し､引き算に誤りが無いか１件１件確認しているんです。

スムーズな大会運営には、プレーヤー同士ののスコア確認は大きな影響が有ります。

皆様のご協力をお願い致します。


